
わ
が
聲
の
五
十
と
な
り
ぬ
凧
い
か
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
湘
子

　
昭
和
五
十
一
年
、
「
一
月
十
一
日
」
の
前
書
が
あ
り
、
湘
子
五

十
才
の
作
で
あ
る
。
こ
の
年
、
自
宅
を
新
築
、
掲
句
が
所
収
さ
れ

て
い
る
第
五
句
集
『
春
祭
』
の
あ
と
が
き
に
は
「
多
摩
朴
下
亭
に

て
」
と
あ
る
。

　
人
生
の
節
目
を
感
じ
る
年
が
一
生
の
う
ち
に
三
度
あ
る
と
す
れ

ば
、
三
十
、
五
十
、
七
十
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
時
々
に
感
慨

深
い
思
い
に
か
ら
れ
る
が
、
「
人
生
五
十
年
」
と
い
わ
れ
た
当
時

の
五
十
は
、
そ
の
思
い
ひ
と
し
お
で
あ
ろ
う
。
エ
ネ
ル
ギー

み
な

ぎ
る
心
身
の
中
、
お
の
が
声
に
か
す
か
な
老
い
を
感
じ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
、
円
熟
味
を
増
し
た
艶
の
あ
る
声
に
自
得
の
笑
み
を
浮

か
べ
た
の
か
、
解
く
鍵
は
季
語
「
凧
」
。
目
出
度
さ
と
、
風
ま

い
か
の
ぼ
り

か
せ
の
頼
り
な
さ
に
、
壮
年
湘
子
の
感
慨
に
た
ど
り
つ
く
。

１
９
７
６
年
（s51.01.11

作
）  

第
五
句
集
『
春
祭
』
　
鑑
賞
・
野
本 

京


